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北大阪商工会議所 青年部

商工会議所青年部【Y
EG】は

次代の地域経済を担
う若手経営者の集ま

りです。

「VISION」必要とされるYEGへ
　　共に考え、共に歓び、共に進もう！！

2018年度スローガン

平成30年度会長　茂 木 一 彦
ご興味のある方は
こちらへ　　

会員募集

今月は組織活性委員会の常隼人委員長に日頃の活動内容などを取材させて頂きました。
本会との連携！青年部に求められる役割を考える『組織活性委員会』

広報：常委員長本日はよろしくお願い致します。

常：よろしくお願い致します。

広報：まず初めに、組織活性委員会とはどのよう
な委員会なのか教えて頂けますでしょうか。

常：はい、組織活性委員会の指す『組織』とは北
大阪商工会議所青年部という組織の事でもあり、
また我々青年部が所属する北大阪商工会議所本会
の事でもあり、またその活動を支えて下さる商工
会議所の職員さんを含めた北大阪商工会議所全体
の『組織』の事でもあると捉えております。そう
いう中で、我々が所属する『組織』を今以上に活
性させる為に青年部だけではなく本会に所属され
ている方々や職員さんと積極的に交流を深め連携
を模索する活動を担っております。

広報：	 具体的にはどのような形で活動されてい
るのですか。

常：はい、月に１度、本会職員さんとの意見交換
会の場として組織活性化プロジェクトという会議
を開催しております。このプロジェクトは茂木会
長が数年前に企画立案し、はじめられたプロジェ
クトでして、青年部からの本会への意見や要望を
伝えると共に、本会からの青年部への依頼事項、
ご要望等のご意見を頂戴する貴重な時間となって
おります。今年度は多角的な視点での意見や要望
を集約すべく、毎月開催される各委員会において
委員会メンバーから多くの意見や要望を提案して
頂けるよう各委員長に依頼をしており、その意見
をもとに本会職員さんと非常に建設的な会議の場
となっていると感じております。

広報：今年度どのような内容の意見交換がなされ
たかはどのようにしてわかりますか。

常：はい、毎月の理事会で報告書を提出させて頂
いておりますので、メンバーの皆様には各委員長
に聞いて頂ければどのような議論がなされたかが
わかると思います。また、青年部のメンバーは誰
でもこのプロジェクトに参加できますので是非、
本会職員さんと交流できる組織活性化プロジェク
トに参加して頂きたいと思います。

広報：組織活性委員会とは青年部内部というより
も本会や本会職員さんとの交流や連携を主眼とさ
れているという事ですね。

常：はい、はじめに話したように私どもの考え
る『組織』とは決して青年部のみとは捉えており
ません。北大阪商工会議所本会の加盟業者数は約
3,400社あり、それを支えて下さる商工会議所職
員さんも含め、この『組織』に加盟している事の
メンバーメリットを有効に活用できるよう青年部
メンバーに周知していく事が当委員会の役割だと
考えております。

広報：常委員長の考えるメンバーメリットとは具
体的にはどのような事ですか。

常：はい、商工会議所のメンバーサービスは非常
に有用なものが沢山あります。労災上乗せ保険、
PL保険・日本政策金融公庫の融資・雇用関係の
助成金、補助金・小規模事業者持続化補助金・も
のづくり、商業、サービス経営力向上支援補助
金・マイプレの掲載・ホームページ作成講習・集
金代行・給与計算・各種セミナー・資格取得・弁

護士、税理士の無料相談等、あげればきりがない
ほど充実したサービスが沢山あります。しかしな
がら、まだまだ青年部メンバーがこの有用なサー
ビスを有効活用できていない方が多いのが現状で
あると思います。先に述べたように、このメン
バーメリットをしっかりと青年部メンバーに伝え
ていく事も、当委員会の役割だと考えております。

広報：最後にこれからの組織活性委員会の指標を
お聞かせ下さい。

常：青年部の綱領にもある『地域社会の健全な発
展』という意味では本会との連携が非常に大事だ
と考えております。青年部だけではこの大きな目
標に邁進する事はできません。その為には本会所
属の皆様と会議所の職員さんと上手く連携し、北
大阪商工会議所管内の発展に寄与し、そこで創出
されるビジネスチャンスが結果的に加盟業者の発
展となる、言葉では簡単に言えますが、壮大なこ
の目標を胸に今後も、本会会員様や職員さんのお
力を、お借りして微力ながら頑張って活動してい

きたいと考えております。青年部メンバーには、
プロジェクト等で職員さんと積極的に交流して本
会サービスの有効活用などを相談してほしいと思
います。

広報：	 常委員長ありがとうございました。

常：ありがとうございました。
	 	 (聞き手：広報委員長　松井良介）

組織活性委員会　委員長　常 　 隼 人 氏


